
令和４年度 校内研究 研究概要 

１ 研究主題 

  学びを深める児童の育成 

           ～発問の工夫を通して～ 

２ 研究主題設定の理由 

本校は昨年度「学びを深める児童の育成～学びを深める活動の工夫」を主題として，中でも「学びを

深める活動」というところに焦点を当て研究を行った。研究を進めていく中で、学びを深める活動を行

うためには、児童一人一人の意欲の向上が欠かせないという課題も見られた。一方で児童一人一人が意

欲をもって活動に取り組めることができれば、活動が活発になり、話し合いがうまく進み、互いに尊重

しながら学習を進める姿も見られた。そこで、今年度はより一層児童の学びを深めるために、一人一人

が積極的に学習に取り組むためには、自ら疑問をもつことが必要であると考えた。 

そこで、今年度は研究主題の副主題を「発問の工夫を通して」とし、教師が発問を工夫することでよ

り児童の学習への参加意欲を高め、学びを深めようと考えた。 

 

３ 研究の基本的な考え方 

（１）学びが深まる発問の工夫 

 ・児童に発問を行う際に、その発問をいくつかの型に類型し教師側が意図的に児童へ発問をする。 

・それを見取るためのワークシートやＩＣＴ機器の活用を行う。 

 

（２）意欲的に学習に取り組むための工夫 

 ・単元の終わりに魅力的な課題を設定し、単元を通して児童が意欲的に活動に取り組めるようにする。 

・児童が学習の見通しをもつことができるよう、同じような学習展開を繰り返し学習させる。 

・意図的にグループ編成を行い、児童同士が意欲的に取り組める環境を整備する。 

 

（３）学びの深まりを見取る工夫 

 ・ＩＣＴ機器やワークシートを工夫して、まず自分の意見をもたせる。自分の意見をもたせることで友

達とも自信をもって対話ができるようになる。 

・はじめの自分の意見や感想と授業終わりの自分の意見や感想が比較できるようなワークシートを工

夫する。 

 

 

 

 



４ 研究の構想 
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教育目標 

○考える子ども    ◎温かい子ども    ○強い子ども 

児童の実態 

○質問を勘違いして受け答えをする児童

がいたり、発言することに対して不安を

抱いていたりする児童がいる。 

○自己中心的で、友達の考えと自分の考え

の違いを受け入れられない児童が多い。 

○友達の考えを聞くことはできるが、そこ

から自分の考えに取り入れたり、広げた

りすることが難しい。 

 

。 

教師の願い 

○言語力や語彙力を伸ばしたい。 

○伝えることに安心感をもてる雰囲気にした

い。 

○友達の考えを受け止めて、認めてほしい。 

○友達の良いところを見付けてほしい。 

○自分の考えを自信をもって発表できるよう 

にしたい。 

○友達の考えを聞き取れるようにしたい。 

研究仮説 児童自身が自分の考えをもち、自分の考えを伝えるための表現方法や、相手の考えを

受け取るためのスキルを身に付ければ、友達と対話を通してかかわり合いながら学習に

取り組むだろう。 

 

 

研究主題       対話的に学習に取り組む児童の育成 

副主題         各教科等の言語活動の充実を図る 

 

 

 

目指す児童像 

○友達の話を聞いて、自分の考えをもとうとする児童（低学年分科会） 

○友達の考えを聞き、自分の考えを伝えようとする児童（中学年分科会） 

○相手の考えを尊重し、自分の考えを伝えられる児童（高学年分科会） 

【自分の考えをもつ】 

どの児童も自分の考えをもて

るように指導内容や指導方法を

教師が吟味する。また、考えをな

かなかもてない児童に対する支

援方法を教師が考え、実践する。 

友達に自分の考えを伝える意欲をもつ 

【自分の考えを伝える方法や友達の考えを受け取るための

スキルを身に付ける】 

各教科等にわたって児童の語彙力を高める

ための言語活動を充実させる。児童がさまざま

な方法で自分の考えを表現したり、ソーシャル

スキル学習等を通して友達の考えを上手に受

け取ったりすることができる。 

お互いの考えやアイデアを知り、認め合う 

【対話的にかかわる】 

「対話」的な活動を通し

て自分の考えを広げた

り、集団としての考えを

発展させたりしながら

学習に取り組めるよう

になる。 

個や集団の考えを深める 

対話を通してかかわり合いながら学習に取り組むことができるようになる。 



令和４年度 校内研究 研究経過 

月 研究会 研究内容 

４月 

 

講演会 講演会「今年度の研究について」 

講師 大田区内小学校長 

６月 

 

 

研究授業① 

 

２年 国語科  

教材名：お話を読んで、しょうかいしよう 

    「スイミー」 

指導者 ２年担任 

６月 

 

研究授業② ４年 国語科  

教材名：場面の様子をくらべて読み、感想を書こう 

    「一つの花」 

指導者 ４年担任 

講師  大田区内小学校長 

７月 研究授業③ 

 

 

 

３年  国語科  

教材名：登場人物のへんかに気を付けて読み、感想を書こう   

「まいごのかぎ」 

指導者 ３年担任 

９月 研究授業④ ６年 国語科  

教材名：作品の世界をとらえ 自分の考えを書こう 

    「やまなし」資料「イーハトーブの夢」 

指導者 ６年担任 

講師  元大田区内小学校長 現区教委指導課教育相談専門員 

１１月 研究授業⑤ 

 

１年 国語科 

教材名：おもいうかべながら よもう 

「くじらぐも」 

指導者 １年担任 

講師  元東京都小学校国語研究会会長 元都内小学校長 

１２月 校内研修会 音読 

講師  ソフィアの森朗読塾代表   

１月 研究授業⑥ 

 

５年 国語科  

教材名：優れた表現に着目する 

    「大造じいさんとがん」 

指導者 ５年担任 

講師  元東京都小学校国語研究会会長 元都内小学校長 

３月 研究全体会 今年度の研究・次年度の研究について 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


